
第 18 回 「実証的なモラル・サイエンス」研究集会 

日時：2025 年 3 月 17 日（月） - 18 日（火） 

会場：東北大学片平キャンパス：エクステンション教育研究棟 6 階 講義室 A 

https://asset.tohoku.ac.jp/2019/03/25/02_katahira_c07_006 階_経済学部__講義室 a/?userlocation=outside 

共催：2021-2025 年度科学研究費補助金基盤研究（B）  

「子どもの教育達成・健康に関する実証分析 -長期の大規模縦断調査を利用して-」  

（研究代表者：若林 緑  課題番号 23K20607） 

 

3 月 17 日(月) 

ビジネスミーティング (8:00-9:00)  

 

開会挨拶（9:00-9:05） 鶴田芳貴（青山学院大学）・若林緑（東北大学） 

 

セッション 1 司会：牛島 光一(筑波大学) 

報告 1 (09:05-09:50） 村澤康友（甲南大学） “DK responses in surveys on inflation expectations”（with 

Natsuki Arai and Biing-Shen Kuo） 

報告 2 (09:50-10:35） 永瀬貴規（筑波大学） 「電力会社に対する省エネ基準が家庭部門のエネルギー利

用に与える影響」  

 

休憩 (10:35-10:50) 

 

セッション 2 司会：牛 冰（大阪府立大学） 

報告 3 (10:50-11:35） 花木伸行（大阪大学） “Wealth preferences and wealth inequality: Experimental 

evidence” (with Yuta Shimodaira) 

報告 4 (11:35-12:20） 高野佳佑（佐賀大学） “Location advantages and sorting in high school education” 

 

昼食休憩(12:20-13:30) 

 

セッション 3️ 司会：川村 顕（早稲田大学） 

報告 5 (13:30-14:15） Mirka Zvedelikova （大阪大学） “Impact of school consolidations on school quality: 

The case of public elementary and junior high schools in Japan” （共著者:赤林英夫，野崎華世，佐

野晋平） 



報告 6 (14:15-15:00） 中村亮介（関東学院大学） 「子供の時間の使い方に関する研究(仮)」（共著者：赤林

英夫） 

報告 7 (15:00-15:45） 赤林英夫（慶應義塾大学） 「道徳教育と子どもの発達：我が国におけるオンラインラ

ンダム化比較実験」（共著者：亀井憲樹、ティム・ルーベルク、ミルカ・ズベデリーコバー） 

休憩 (15:45-16:00) 

 

セッション 4 司会：小暮 克夫（会津大学） 

報告 8 (16:00-16:45） 菊地信義（拓殖大学） “Fathers' Involvement in Childcare and Mothers' 

Employment: Evidence from Bunching”（共著者：明坂弥香） 

報告 9 (16:45-17:30） 井深陽子（慶應義塾大学） “Drug shortages and patients' costs” 

 

3 月 18 日(火) 

セッション 5 司会：鶴田 芳貴（青山学院大学） 

報告 10 (09:00-09:45） 若林緑（東北大学） TBA （共著者：湯田道夫，暮石渉） 

報告 11 (09:45-10:30） 福元健太郎（東京大学） “Not Monotonically Correlated, But Dependent: A 

Family of Normal Mode Copulas”  

報告 12 (10:30-11:15） 森口千晶（一橋大学） “Modernizing Medicine: Spacial Distribution and 

Mobility of Physicians in Prewar Japan” (tentative title)   

 

休憩 (11:15-11:30) 

 

セッション 6 司会：鶴田 芳貴（青山学院大学） 

報告 13 (11:30-12:15） 江口匡太（中央大学） TBA 

報告 14 (12:15-13:00） 稲倉典子（四国大学） “An Approach to Real Actual Consumption Using 

Microdata: Revisiting Intergenerational Gaps”（with Naohito Abe） 

 

閉会挨拶（13:00-13:10）  

 


